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平
成 
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つ 
 
 
 

み 

 

第
五
十
二
回
日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」
茨
城
取
手
大
会
報
告
号 

 

例
年
、
全
国
行
脚
を
し
て
い
た
夏
季
合
宿
研
究
会
（
通
称
：
全
国
大
会
）

で
す
が
、
九
年
前
か
ら
新
た
な
実
施
の
形
と
し
て
、
東
京
近
郊
に
お
い
て
、

一
泊
二
日
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
第
十
二
回
水
郷
筑
波

大
会
以
来
、
実
に
四
十
年
ぶ
り
二
回
目
の
茨
城
県
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
懐
か
し
い
話
、
知
ら
な
か
っ
た
話
が
随
所
に
飛
び
交
い
ま
し
た
。 

 

第
五
十
二
回
茨
城
取
手
大
会
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

第
五
十
二
回 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」
茨
城
取
手
大
会 

 

 

一 

主 

題 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る
国
語
教
育 

 
 
 
 
 
 

―
自
ら
学
び
、
と
も
に
学
び
合
う
国
語
の
教
室
― 

主
催 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 

後
援 

取
手
市
教
育
委
員
会 

 

二 

と 

き 

平
成
二
十
八
年
八
月
六
日
（
土
）
～ 

七
日
（
日
） 

 

 
 

 
 

８ ７ 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」 

２ 

 
 三 

と
こ
ろ 

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校 

〒302-0032 

茨
城
県
取
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市
野
々
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四 

日 

程 
 

 

【
第
一
日
】
八
月
六
日
（
土
） 

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
に
て 

 

１ 

受 

付 

八
：
三
〇
～
九
：
一
五 午

前
の
司
会 

 

秋
山 

誠
（
東
京
） 

２ 

開
会
式 

九
：
一
五
～
九
：
三
〇 

 
 

① 

開
会
の
こ
と
ば 

 
 

② 

挨
拶 

 

茨
城
取
手
大
会
委
員
長 

 

若
林 

富
男 

（
茨
城
） 

③ 
来
賓
祝
辞 

取
手
市
教
育
委
員
会 

教
育
長 

 

矢
作 

 

進 

（
茨
城
） 

④ 

大
会
運
営
の
連
絡 

大
会
事
務
局
長 

内
丸 

友
之 

（
茨
城
） 

28 

 

９  

 

17 
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３ 

は
じ
め
の
話 

九
：
三
〇
～
一
〇
：
〇
〇 

 
 
 

 

 
 

『
自
ら
学
び
、
と
も
に
学
び
合
う
国
語
の
教
室
』 

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校 

 

若
林 

富
男
（
茨
城
） 

○ 

言
葉
を
育
て
人
間
を
育
て
る
国
語
教
育 

言
葉
を
育
て
る
と
は
、
考
え
る
力
、
伝
え
合
う
力
を
つ
け
る
こ
と 

＊
授
業
で
勝
負
す
る 

○ 

主
体
的
・
創
造
的
に
学
ぶ
子
ど
も
を
育
て
る 

 

そ
の
た
め
に
は 

１
、 

自
問
自
答
の
学
習
を
つ
く
る 

①
肯
定
的
な
問
い
「
な
る
ほ
ど
」「
そ

う
か
」「
わ
か
っ
た
」 

②
否
定
的
な
問
い
「
お
か
し
い
な
」「
お
か
し

な
」「
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
」
＊
師
問
弟
答
か
ら
自
問
自
答
へ 

２
、 

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
学
習 

①
ど
こ
で
立
ち
止
ま
る
か 

②
ど
の

よ
う
に
立
ち
止
ま
る
の
か 

③
ど
う
考
え
る
の
か 

④
考
え
た
こ
と

を
ど
う
振
り
返
る
の
か 

３
、 

協
働
の
学
習
を
つ
く
る 
 

◇
対
話
交
流
力
を
つ
け
る
に
は 

・「
一
往
復
半
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を 

 

応
じ
る
力
を
つ
け
る 

・「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
型
会
話
」
を 

受
け
取
る
（
レ
シ
ー
ブ
）
→
回
し
考

え
る
（
ト
ス
）
→
返
す(

ス
パ
イ
ク)  

･･･

す
ぐ
返
す
の
で
は
な
い 

○ 

元
祖
石
田
佐
久
馬
先
生
の
「
問
題
作
り
学
習
」 

☆ 

え
ど
と
り
小
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育･･･

リ
ー
ダ
ー
・
イ
ン
・
ミ
ー 

「
自
ら
学
び
、
と
も
に
学
び
合
う
国
語
の
教
室
」
の
た
め
に 

 
 

・
魅
力
あ
る
学
習
を
つ
く
る 

・
心
の
通
う
教
室
を
つ
く
る 

 

・
子
ど
も
主
体
の
舞
台
を
つ
く
る 

４ 

研
究
発
表 

一
〇
：
一
〇
～
一
二
：
〇
〇 

 
 

 
 ① 

若
手
の
人
材
育
成
と
学
校
経
営 

～
授
業
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
関
わ
り
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

静
岡
市
立
安
倍
口
小
学
校 

豊
泉 

行
男
（
静
岡
） 

 

一
、
自
校
の
め
ざ
す
学
力
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か 

 

○
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能 

 

○
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
「
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
」 

 

○
主
体
的
に
取
り
組
む
態
度 

（
一
）「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
」
の
育
成 

 

①
ど
う
と
ら
え
る
か
。 

 
 

「
思
考
力
」･･･

自
分
の
考
え
を
創
り
出
す
力 

 
 

「
判
断
力
」･･･

い
く
つ
も
の
情
報
、
考
え
を
比
較
検
討
し
て
、
最
も
適
し

た
も
の
を
選
択
す
る
力 

 
 

「
表
現
力
」･･･

他
の
考
え
を
比
較
修
正
し
た
考
え
を
、
過
不
足
な
い
表
現

（
主
と
し
て
文
字
）
に
す
る
力
、
も
し
く
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力 

 
②
授
業
で
い
か
に
育
て
る
か
（
単
元
意
識
） 

 
 

・
一
斉
学
習
や
グ
ル
ー
プ
学
習
で
、
受
信
・
熟
考
・
発
信
の
サ
イ
ク
ル
を
意

識
す
る
。 

 
 

・
互
い
の
考
え
を
説
明
し
合
う
機
会
を
大
切
に
す
る
。 

 
 

・
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
を
作
る
場
を
保
障
す
る
。 
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・
多
様
な
考
え
を
比
較
検
討
し
、
最
も
よ
い
も
の
を
選
択
す
る
。 

 
 

・
振
り
返
り
の
時
間
に
、
ま
と
め
を
書
く
。（
板
書
と
ノ
ー
ト
指
導
重
視
） 

（
二
）
校
内
研
修
体
制
を
ど
う
確
立
す
る
か 

 

○
研
修
の
目
標
（
目
指
す
子
ど
も
像
）
を
ス
テ
ー
ジ
毎
に
設
定
す
る
。 

 
 

研
究
授
業
は
、
目
標
が
達
成
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
場
と
す
る
。 

 

二
、
実
践
の
経
過
（
若
手
の
人
材
育
成
） 

 

（
一
） 

任
せ
る
・
見
守
る 

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ 

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
教
務
主
任
が
趣
旨
説
明
） 

・
運
動
会
に
向
け
て
（
二
年
目
教
員
が
体
育
主
任
） 

（
二
） 

具
体
で
語
る 

 
 

・「
国
語
の
授
業
を
見
合
う
会
」
発
足 

 
 

・
六
年
国
語
「
短
歌
に
親
し
む
」
校
長
の
授
業
公
開 

（
三
） 

一
緒
に
行
う 

 
 

・
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
授
業
に
関
わ
る
。 

 
 
 

※
授
業
改
善
は
、「
方
法
」
で
は
な
く
、「
授
業
観
」
を
育
て
る
。 

 
 

・
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新 

 
 
 

積
極
的
に
学
校
か
ら
の
情
報
発
信
を
。
数
値
に
よ
る
見
え
る
化
で
示
す
。 

  

※
若
手
職
員
に
は
、
経
験
さ
せ
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、
手
応
え
を
感
じ
さ
せ
、

自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
が
大
事
。
よ
さ
を
引
き
出
し
、
褒
め
て
認
め
る
。 

 

⓶ 

国
語
教
師 

石
田
佐
久
馬
の
研
究 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

河
内
町
立
金
江
津
小
学
校 

教
頭 

齋
藤 

寛
（
茨
城
） 

○
生
涯
を
教
壇
教
師
と
し
て
戦
後
の
国
語
教
育
の
た
め
に
捧
げ
て
き
た
。 

○
半
世
紀
に
及
ぶ
教
育
実
践
は
、
子
ど
も
と
言
葉
に
対
す
る
強
い
愛
情
で
貫
か

れ
て
い
る
。
終
始
一
貫
し
、「
国
語
科
は
、
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
人
間

を
つ
く
る
」
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。 

○
「
日
本
国
語
教
師
の
会
」
を
発
足
発
展
さ
せ
た
。 

○
延
べ
千
回
に
も
及
ぶ
全
国
へ
の
研
修
出
張
を
行
っ
た
。 

 
 

茨
城
へ
は
、
百
十
八
回
。
そ
の
う
ち
、
三
十
九
回
は
実
演
授
業
を
実
施
。
昭

和
五
十
一
年
に
は
、
第
十
二
回
全
国
大
会
「
霞
ヶ
浦
大
会
」
を
実
施
。 

○
石
田
先
生
の
三
部
作 

「
こ
れ
か
ら
の
小
学
校
文
法
」「
こ
れ
か
ら
の
読
解
指
導
」「
こ
れ
か
ら
の
作
文 

指
導
」
安
曇
書
房 

○
「
土
」
卒
業
記
念
文
集
―
あ
れ
か
ら
五
十
年
―
よ
り 

 

卒
業
生
が
「
さ
く
ま
会
」
を
結
成
し
、
文
集
を
発
行 

 

三
好
達
治
「
か
つ
ぐ
」
論
争 

答
え
を
出
さ
な
い
で
考
え
さ
せ
る
。 

 

三
月
末
五
年
生
の
担
任
を
終
え
る
と
き
の
言
葉 

「
教
師
と
い
う
の
は
、
船
頭
の
よ
う
な
も
の
。
お
客
を
船
に
乗
せ
て
無
事
に
向
こ

う
岸
に
運
ぶ
。
そ
し
て
ま
た
、
新
し
い
お
客
を
乗
せ
て
。
だ
か
ら
君
た
ち
と
お

別
れ
す
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
と
な
の
だ
よ
。」 

◇
特
別
発
言 

坪
田 

秀
雄
（
大
阪
） 

【
記
録 

水
垂 

弘
枝
（
埼
玉
）】 
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◇
昼
食 

 
 
 
 

一
二
：
〇
〇
～
一
三
：
〇
〇 

 

午
後
の
司
会 

 

水
野 

光
子
（
千
葉
） 

５ 

先
達
の
話 

 
 

一
三
：
〇
〇
～
一
四
：
一
五 

 

「
戦
争
児
童
文
学
教
材
は
、 

子
ど
も
た
ち
に
戦
争
を
考
え
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。」 

元
文
京
女
子
大
学
中
学
・
高
校 

 
 

山
﨑 

和
男
（
東
京
） 

◇
は
じ
め
に
、
ご
自
身
の
ご
幼
少
時
に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
が
あ
っ
た
。 

・
麻
布
生
ま
れ
で
あ
る
。（
二
二
六
事
件
の
年
） 

・
小
学
校
で
は
徹
底
し
た
体
力
指
導
が
行
わ
れ
て
い
た
。（
国
に
仕
え
る
と
い
う 

意
図
に
よ
る
）
小
学
校
二
年
生
で
逆
立
ち
校
庭
一
周
は
軽
々
と
こ
な
せ
た
。 

・
幼
年
学
校
（
幼
年
時
か
ら
幹
部
将
校
候
補
を
養
成
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
教

育
機
関
）
に
は
士
族
で
な
い
と
入
れ
な
か
っ
た
。 

 

・
間
引
き
疎
開
（
火
災
予
防
の
た
め
家
が
込
み
入
っ
て
い
る
地
区
の
家
を
間
引
き

し
て
撤
去
す
る
こ
と
）
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。 

◇
だ
か
ら
「
戦
跡
に
遊
び
半
分
で
は
行
か
れ
な
い
。」 

第
三
十
九
回
沖
縄
大
会
で
初
め
て
沖
縄
へ
。
大
城
将
保
氏
の
実
践
（
高
校
生
を

戦
跡
の
ガ
マ
に
案
内
）
に
よ
り
、
生
徒
が
み
ず
み
ず
し
い
感
受
性
と
想
像
力
で
書

い
た
感
想
に
驚
い
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
「
想
像
さ
せ
る
」
こ
と

で
、
戦
争
の
問
題
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 

◇
「
昔
は
昔
、
今
は
今
」
と
い
っ
た
認
識
で
し
か
な
い
の
だ
っ
た
ら
、
教
え
る
意

味
は
な
い
。 

 

『
一
つ
の
花
』（
今
西
祐
行 

作
）
を
果
た
し
て
教
え
ら
れ
る
の
か
。 

教
材
の
精
選
に
よ
り
、
か
つ
て
の
教
科
書
の
よ
う
に
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
戦
争
児
童
文
学
作
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
単
な
る
文
学
教

材
と
し
て
扱
っ
た
の
で
は
意
味
が
な
い
。 

 

『
一
つ
の
花
』
の
扱
い
方
は
確
か
に
難
し
い
。
た
と
え
ば
『
大
人
に
な
れ
な
か

っ
た
弟
た
ち
に
…
…
』（
米
倉
斉
加
年
／
作
）
で
は
、
弟
を
死
な
せ
た
の
は
「
僕
」

で
あ
る
と
い
う
作
者
の
自
責
の
念
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
作

品
を
通
し
て
根
幹
を
な
す
も
の
が
あ
っ
た
方
が
、
小
学
四
年
生
に
は
分
か
り
や

す
い
の
で
は
な
い
か
。
と
も
す
る
と
、
ゆ
み
子
が
、
た
だ
単
に
わ
が
ま
ま
な
子
と

い
う
ふ
う
に
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
。 

 

戦
争
児
童
文
学
を
読
む
基
調
と
な
る
想
像
力
や
感
情
体
験
を
育
む
た
め
に
、

良
い
作
品
に
た
く
さ
ん
出
会
わ
せ
た
い
。『
戦
艦
武
蔵
の
最
後
』（
渡
辺
清 

著
）

の
乗
組
員
の
記
録
文
や
、
日
本
児
童
文
学
者
協
会
六
十
周
年
記
念
出
版
『
お
は
な

し
の
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
』（
全
六
巻
）
と
い
っ
た
作
品
集
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の

現
地
校
に
通
う
男
の
子
の
話
（
募
金
を
し
よ
う
と
し
た
ら
「
日
本
人
は
野
蛮
だ
か

ら
加
わ
る
な
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。）
や
、
高
木
あ
き
こ
氏
の
詩
な
ど
考
え
さ

せ
ら
れ
る
作
品
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
。
日
・
中
・
韓
平
和
絵
本
『
ぼ
く
の

こ
え
が 

き
こ
え
ま
す
か
』（
田
島
征
三 

作
）
な
ど
、
絵
本
も
好
評
で
あ
る
。 

『
な
ぜ
世
界
か
ら
戦
争
が
な
く
な
ら
な
い
か
』（
池
上 

彰
／
著
）
で
は
ド
イ

ツ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
先
の
大
戦
を
反
省
す
る
教
育
や
難

民
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
七
十
年
間
ド
イ
ツ
は
戦
争
を
し
て
い
な
い
。 

◇
教
師
の
戦
争
に
対
す
る
深
い
洞
察
力
と
教
材
に
向
か
う
姿
勢
の
確
か
さ 

戦
争
が
も
た
ら
す
数
々
の
事
象
を
想
像
で
き
る
力
、
戦
争
に
対
す
る
洞
察
力
と
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と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
想
い
を
よ
り
深
く
洞
察
で
き
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
教
材
に
向
か
う
姿
勢
の
確
か
さ
、
つ
ま
り
指
導
者
は
心
し
て
平
和
教
育
に
臨

む
決
意
で
子
ど
も
た
ち
に
向
か
い
合
っ
て
ほ
し
い
。 

 

【
記
録 

山
田 

浩
子
（
埼
玉
）】 

６ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

一
四
：
三
〇
～
一
六
：
三
〇 

◇ 

テ
ー
マ
「
問
題
作
り
学
習
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」 

 
 
 
 
 
 

 

◆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

 

成
田 

信
子
（
神
奈
川
） 

◆
パ
ネ
リ
ス
ト 

 

片
山 
守
道
（
東
京
） 

小
山
久
仁
子(

埼
玉) 

  

中
村 

和
弘
（
東
京
） 

 

＊
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
の
提
案 

片
山 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
問
題
作
り
学
習
の
可
能
性 

・
読
み
の
主
体
性
の
確
立
の
た
め
の
問
題
解
決
学
習
の
一
形
態
で
あ
り
、
目
指
す 

と
こ
ろ
は
自
問
自
答
、
自
学
自
習
。
課
題
と
し
て
は
、
問
い
の
質
の
保
証
・
一 

時
間
の
授
業
展
開
の
工
夫
・
単
元
構
成
や
学
習
過
程
に
お
け
る
位
置
づ
け
が 

あ
り
、
教
師
に
よ
る
深
い
教
材
研
究
と
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
理
解
が
不 

可
欠
で
あ
る
。「
サ
ボ
テ
ン
の
花
」
の
実
践
で
、
問
い
（
問
題
）
の
質
を
吟
味 

す
る
力
を
つ
け
た
い
と
思
っ
た
。
問
題
作
り
学
習
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ 

ン
グ
へ
の
可
能
性
が
あ
る
。 

小
山  

問
題
作
り
学
習
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ  

・
一
年
生
と
初
め
て
問
題
作
り
学
習
に
取
り
組
ん
だ
実
践
よ
り
。「
問
題
を
作
る 

こ
と
」「
自
力
解
決
す
る
こ
と
」「
対
話
や
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、 

読
み
を
交
流
す
る
こ
と
」「
グ
ル
ー
プ
の
問
題
を
決
定
し
、
全
体
の
場
で
話
し 

合
う
こ
と
」
は
教
材
文
を
主
体
的
に
読
み
深
め
、
他
者
理
解
に
も
つ
な
が
る
。 

深
い
学
び
に
な
っ
て
い
る
か
は
永
遠
の
課
題
。
入
学
式
翌
日
か
ら
の
読
み
聞 

か
せ
→
「
は
な
の
み
ち
」
劇
遊
び
の
中
で
問
い
を
出
し
合
う
（
伏
線
）
→
三
学 

期
「
た
ぬ
き
の
糸
車
」
自
問
自
答
・
問
題
文
に
す
る
指
導
・
グ
ル
ー
プ
の
話
し 

合
い
（
教
師
も
入
る
）
な
ど
の
学
習
を
進
め
た
。 

中
村  

「
問
題
作
り
学
習
」
は
子
ど
も
の
学
習
過
程
に
何
を
も
た
ら
す
か 

 

・
問
題
作
り
学
習
の
今
日
的
な
意
義
に
つ
い
て
、
国
語
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な 

「
資
質
・
能
力
」
を
育
成
し
て
い
る
か
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」 

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
を
ど
う
実
現
し
て
い
る
か
か
ら
検
討
す
る
。 

言
語
活
動
の
過
程
の
中
で
、
資
質
・
能
力
（
知
識
・
技
能
、
思
考
力
・
判
断
力
・ 

表
現
力
等
、
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
）
を
高
め
る
に
は
ど
の
よ
う
な
学 

習
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
る
か
を
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
三
つ
の
視 

点
（
主
体
的
な
学
び
・
対
話
的
な
学
び
・
深
い
学
び
）
を
明
確
に
し
て
考
え
る
。 

国
語
科
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
は
、
狭
い
ア
ビ
リ
テ
ィ
か
ら
コ
ン
ピ
テ
ン 

シ
ー
へ
と 

捉
え
直
す
。 

＊
相
互
の
質
疑
応
答 

片
山 

学
習
を
終
え
て
、
学
び
を
ど
の
よ
う
に
実
感
し
た
の
か
。 

小
山 

自
分
の
問
題
を
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
が
大
事
に
考
え
て
く
れ
楽
し
か
っ
た
。 

片
山 

読
み
取
る
こ
と
と
資
質
・
能
力
と
の
関
係
は
。 

中
村 
問
い
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
題
・
目
的
を
も
っ
て
読
み
進
め
ら
れ
る
。 

小
山 
「
た
ぬ
き
の
糸
車
」
の
取
り
組
み
は
深
い
学
び
に
な
っ
た
か
。 

中
村  

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
改
善
の
た
め
の
視
点
。
深
ま
っ
た
か
ど
う 

か
で
は
な
く
、
主
体
的
な
意
欲
が
高
ま
る
問
い
で
あ
っ
た
か
。 
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小
山 

私
の
実
践
は
問
題
作
り
学
習
の
入
り
口
、
で
は
出
口
は
ど
こ
ま
で
な
の 

か
。 

片
山 
問
い
の
構
造
を
意
識
し
て
話
し
合
え
る
と
こ
ろ
ま
で
目
指
し
た
い
。 

中
村 

問
題
作
り
学
習
の
経
験
は
、
自
発
的
な
問
題
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る 

か
。 

小
山  

言
葉
を
既
習
か
ら
考
え
た
り
辞
書
で
調
べ
た
り
な
ど
、
生
き
て
い
る
。 

中
村 

文
章
の
外
へ
の
問
い
も
出
て
く
る
の
か
。
問
い
の
範
囲
を
教
え
て
ほ
し

い
。 

片
山 

 

主
題
、
人
物
像
等
の
問
い
も
あ
る
が
、
文
章
の
叙
述
か
ら
作
ら
せ
て
い

る
。 

＊
フ
ロ
ア
か
ら
の
質
問
・
意
見
・
応
答
・
討
議
（
主
な
も
の
） 

○
問
い
を
も
と
に
学
習
を
ど
う
構
造
化
す
る
か
。
問
い
の
構
造
は
。 

片
山 

問
い
の
分
類
・
整
理
は
ま
だ
で
き
て
い
な
い
。
課
題
。 

小
山 

答
え
の
段
階
で
同
じ
だ
と
気
づ
く
こ
と
が
構
造
化
と
言
え
る
。 

○
人
物
の
視
点
の
中
で
は
な
く
、
外
側
に
立
っ
て
私
は
ど
う
読
む
か
。 

成
田 

問
題
の
答
え
を
考
え
る
と
付
随
し
た
も
の
が
見
え
て
く
る
。
人
物
描
写

を
く
ぐ
る
と
新
し
い
自
分
が
見
え
て
く
る
。
話
し
合
い
か
ら
読
み
が
形

成
さ
れ
る
。 

○
問
題
作
り
学
習
で
ゴ
ー
ル
を
も
た
せ
る
た
め
の
知
恵
が
あ
れ
ば
教
え
て
ほ

し
い
。 

中
村 

各
場
面
を
読
み
な
が
ら
大
き
い
問
い
が
出
て
く
る
。
石
田
佐
久
間
氏
の

本
で
、
子
ど
も
の
身
の
丈
に
合
っ
た
問
い
と
教
師
の
問
い
を
ど
う
組
み

合
わ
せ
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
書
か
れ
、
そ
れ
が
、
教
師
が
も
た

せ
る
ゴ
ー
ル
へ
つ
な
が
る
。 

○
単
元
を
貫
く
言
語
活
動
と
単
元
を
貫
く
問
い
は
分
け
て
話
し
た
い
。 

中
村 

課
題
解
決
型
学
習
の
課
題
は
作
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
問
題
作
り
学

習
の
問
い
と
は
違
う
。
ゴ
ー
ル
が
ど
こ
で
見
え
る
か
は
子
ど
も
に
よ
っ

て
違
う
。 

＊
今
後
に
向
け
て
の
提
案 

片
山 

問
題
作
り
学
習
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
す
る
た
め
に
子
ど
も

主
体
と
教
師
主
導
は
対
極
に
あ
る
か
？
教
師
の
主
体
性
・
創
造
性
も
問

わ
れ
る
。 

小
山 

子
ど
も
の
素
朴
な
疑
問
を
も
っ
て
学
習
に
当
た
り
、
子
ど
も
に
と
っ
て

の
宝
物
を
大
切
に
し
た
い
。
主
体
的
な
人
間
を
育
て
た
い
。 

中
村 

様
々
な
学
習
指
導
の
方
法
が
開
発
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
引
き

出
し
を
も
ち
な
が
ら
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。 

＊
ま
と
め 

 

成
田 

問
題
を
解
決
し
、
考
え
る
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
資
質
・
能
力
が
必
要
か
、 

 
 

実
践
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。 

【
記
録 

橋
本
千
鶴
（
東
京
）】 

 

７ 

懇
親
会 

一
八
：
〇
〇
～
二
〇
：
〇
〇 

 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
取
手
駅
東
口
『
野
の
花
』
に
て 

司
会 

内
丸 

友
之
（
茨
城
） 

 

村
上 

博
之
（
神
奈
川
） 

横
内 

智
子
（
東
京
） 
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【
第
二
日
】 

八
月
七
日
（
日
） 

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校
に
て 

 

１ 

受
付 

 
 
 
 
 

八
：
三
〇
～
九
：
〇
〇 

 

 

２ 

実
践
報
告
分
科
会 

九
：
〇
〇
～
一
二
：
〇
〇 

◆
低
学
年
分
科
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

加
藤 

智
子
（
埼
玉
） 

①
「
ど
ん
な
こ
と
ば
が 
ぴ
っ
た
り
か
な
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

茨
城
大
学
附
属
小
学
校 

 

仲
田 

美
貴
子
（
茨
城
） 

 

未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
を
育
て
る
―
こ
と
ば
で
つ
む
ぐ
―
と
い
う
こ
と
で
、

国
語
と
ゆ
め
の
時
間
（
総
合
学
習
）
を
つ
な
ぐ
単
元
を
設
定
し
た
実
践
で
あ

る
。
単
元
に
入
る
前
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
二
年
生
か
ら
の
「
わ
く
わ
く
ビ

デ
オ
」
視
聴
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
附
属
小
の
こ
と
を
話
し
た
い
と
い
う
思
い

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
く
。
授
業
の
実
際 

第
一
次
自
分
の
体
験
し
た
こ
と
を
ほ
ど
き
、
そ
れ
を
表
す
言
葉
を
引
き
出
す
こ

と
ば
カ
ー
ド
の
活
用
（「
附
属
小
の
あ
い
う
え
お
」・
こ
と
ば
集
め
・
こ
と
ば
ク

イ
ズ
） 

第
二
次
他
者
の
言
葉
や
体
験
と
つ
な
ぐ
た
め
の
言
語
活
動
の
設
定
（
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
） 

第
三
次
学
校
探
検
で
見
つ
け
た
お
気
に
入
り
の
場
所
や
も
の
に
く
っ
つ
く
言
葉

を
考
え
、
言
葉
と
言
葉
の
つ
な
げ
方
の
特
徴
や
き
ま
り
に
気
付
く 

「
ほ
ど
く
」
→
「
つ
な
ぐ
」「
お
り
な
す
」 

自
分
と
友
達
の
体
験
や
言
葉
を
比
べ
て
、
共
通
点
や
違
い
を
と
ら
え
、
自
分
の

表
現
へ
と
生
か
し
て
い
く
。 

◇
特
別
発
言 

 

濱
田 

芳
子
（
神
奈
川
） 

工
川 

洋
（
千
葉
） 

 

濱
田 

板
書
に
○
や×

が
な
い
よ
う
に
。
子
ど
も
の
感
じ
る
心
を
つ
ぶ
さ
な
い

で
伸
ば
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
生
活
科
や
総
合
の
学
習
と
繋
が
っ
て
い

る
。
長
い
ス
パ
ン
で
や
っ
た
ら
す
て
き
な
単
元
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。 

工
川 

言
葉
は
生
活
の
中
に
あ
る
。
人
と
の
関
わ
り
で
伸
び
る
。
見
つ
け
ら
れ

る
こ
と
、
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
大
切
。
人
に
話
し
た
く
な
る
よ
う
な
体

験
を
積
ま
せ
る
と
よ
い
。
具
体
経
験
は
抽
象
化
さ
れ
る
。 

 

②
問
い
を
も
っ
て
読
み
深
め
る 

―
光
村
図
書 

二
年 

「
ス
イ
ミ
ー
」
― 

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校 

 

田
中 

久
枝
（
茨
城
） 

 

読
書
指
導
と
暗
唱
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ス
イ
ミ
ー
の
ま
と

め
で
暗
唱
大
会
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
場
面
ご
と
に
読
み
深
め
る
学
習
で
は
、

問
題
作
り
学
習
を
取
り
入
れ
た
実
践
で
あ
る
。 

◇
手
立
て 

読
む
…
音
読
・
黙
読
・
暗
唱 

話
す
・
聞
く
…
全
体
の
話
し
合
い
→
ペ
ア
ト
ー
ク 

国
語
辞
典
で
調
べ
る 

書
く
…
課
題
・
ま
と
め 

初
発
の
感
想 

板
書
視
写 

大
事
な
こ
と
ば
共
書 

 

き 
 

◇
授
業
の
実
際 

 

自
分
で
考
え
た
問
題
を
、
み
ん
な
が
真
剣
に
話
し
合
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
、

深
く
考
え
て
い
た
。
子
ど
も
の
読
み
は
生
活
経
験
に
よ
っ
て
違
う
。
授
業
で

は
、
読
み
返
し
て
分
か
る
問
い
を
考
え
て
い
く
。
子
ど
も
は
言
葉
を
理
解
す
る
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た
め
に
色
々
な
考
え
を
出
し
合
う
。
他
と
の
関
わ
り
か
ら
思
考
力
を
高
め
る
。 

○
特
別
発
言 

 

濱
田 

芳
子
（
神
奈
川
） 

工
川 

洋
（
千
葉
） 

濱
田 
板
書
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
自
力
読
み
（
最
低
三
回
は
）
を
し
て
か

ら
問
題
作
り
。
一
年
間
の
中
で
、
ど
こ
で
問
題
作
り
を
す
る
か
、
先
生

自
身
の
年
間
の
学
び
の
計
画
を
作
っ
て
ほ
し
い
。 

工
川 

問
い
を
持
て
る
こ
と
自
体
を
ほ
め
て
あ
げ
る
こ
と
。
理
解
が
深
ま
っ
て

い
く
と
、
問
題
作
り
が
深
く
な
っ
て
く
る
。「
ど
う
し
て
」、「
な
ぜ
」

の
問
い
は
難
し
い
。
答
え
と
解
決
方
法
を
予
想
さ
せ
る
。 

【
記
録 

武
藤 

彩
花
（
埼
玉
）】 

 

◆
中
学
年
分
科
会 

 

九
：
０
０
～
一
二
：
０
０ 
司
会 

横
内 

智
子（
東
京
） 

①
ブ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
の
手
法
を
援
用
し
て
「
白
い
ぼ
う
し
」
を
読
む
（
四
年
・
光
村
） 

 
 
 
 
 
 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校 

 
岡
田 

博
元
（
東
京
） 

 

ア
ク
テ
ィ･

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
授
業
改
善
を
目
指
し
、「
ブ
ッ
ク
ク

ラ
ブ
」
の
手
法
の
一
つ
有
本
方
式
を
参
考
に
、
作
品
全
体
を
捉
え
な
が
ら
自
分
の

読
み
を
進
め
た
。
四
年
生
最
初
の
物
語
教
材
だ
っ
た
た
め
、
①
初
発
の
感
想
、
取

り
組
み
た
い
活
動
、
②
人
物
関
係
図
・
イ
メ
ー
ジ
イ
ラ
ス
ト
、
友
達
へ
の
質
問
（
ビ

ッ
グ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）
を
書
く
、
③
人
物
関
係
図
ま
と
め
、
み
ん
な
の
質
問
、
④

新
た
な
問
題
、
続
き
話
、
⑤
学
習
感
想
ま
と
め
、
と
し
た
。
自
分
の
活
動
が
自
覚

化
さ
れ
よ
か
っ
た
が
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
新
た
な
問
題
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
の
内
容
、
個
人
差
が
あ
る
多
様
な
学

習
者
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
全
体
指
導
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
課
題
が

残
る
。 

◇
話
し
合
い 

・
ビ
ッ
グ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
選
ん
だ
後
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
の
が
よ
い
。
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
大
事
。
問
い
を
先
生
が
整
理
し
て
子
ど
も
に
渡

せ
る
と
よ
い
。 

・
一
人
一
人
の
問
い
を
、
叙
述
に
戻
り
根
拠
を
も
っ
て
解
釈
し
話
し
合
っ
て
い
く

こ
と
で
解
決
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。
読
書
会
の
方
法
も
あ
る
。 

・
ビ
ッ
グ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
絞
る
こ
と
で
、
全
体
で
個
の
考
え
が
生
か
さ
れ
集
約

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。 

・
問
題
作
り
の
学
習
と
ど
の
よ
う
に
か
ら
ま
せ
て
い
く
か
は
、
問
い
を
作
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
と
わ
か
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。
や
り
な
が
ら
構
造
化
し
て
い
く
よ
う
に
し
た

い
。 

 

②
「
問
題
作
り
学
習
『
一
つ
の
花
』
の
実
践
」 

（
四
年
・
光
村
図
書
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
戸
川
学
園
取
手
小
学
校 

内
丸 

友
之
（
茨
城
） 

 

 

問
題
作
り
の
学
習
は
、
三
年
生
よ
り
三
回
目
の
取
り
組
み
。
初
発
の
感
想
か
ら

の
問
題
作
り
は
、
刺
激
の
多
い
所
に
目
が
走
り
、
そ
の
部
分
の
問
題
に
偏
り
や
す

い
た
め
、
逆
さ
読
み
を
取
り
入
れ
た
。
全
文
を
読
み
、
場
面
の
設
定
に
つ
い
て
読

み
取
っ
た
後
、
問
題
を
作
っ
た
。
問
題
作
り
で
は
、
終
わ
り
か
ら
柱
を
作
り
、
問

い
→
答
え
→
問
い
→
答
え
と
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
自
分
の
疑
問
や
問
題
の

答
が
ど
こ
に
書
い
て
あ
る
か
、
ど
こ
の
叙
述
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
を
考
え
ら

れ
る
児
童
が
増
え
て
き
た
。
今
後
ど
う
し
て
、
ど
の
よ
う
に
な
ど
ま
で
問
題
の
質

を
高
め
ら
れ
れ
ば
、
向
上
に
つ
な
が
る
。 
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◇
話
し
合
い 

・
戦
争
児
童
文
学
と
し
て
扱
い
初
発
の
感
想
を
生
か
す
な
ら
、
条
件
を
与
え
、
あ

る
意
図
を
も
っ
て
感
想
を
書
か
せ
、
戦
争
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
焦
点

化
す
る
と
よ
い
。 

・
子
ど
も
の
作
っ
た
問
題
に
教
師
が
作
っ
た
問
題
を
プ
ラ
ス
し
て
提
示
し
、
問
題

を
整
理
し
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、「
戦
争
に
行
く
」
な
ど
の
言
葉
に
着

目
し
た
子
ど
も
が
い
た
ら
取
り
上
げ
る
な
ど
し
て
深
め
て
い
く
と
よ
い
の
で
は
。 

・
挿
絵
は
深
く
想
像
す
る
と
い
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
い
る
。
大
切
に
扱
い
た
い
。 

◇
特
別
発
言 

 

黒
田 

英
津
子
（
静
岡
） 

大
木 

圭
（
千
葉
） 

大
木 

ビ
ッ
グ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
、
逆
さ
読
み
共
に
ど
の
よ
う
な
条
件
が
揃
え
ば

深
い
学
び
に
な
る
の
か
見
当
の
余
地
あ
り
。
問
い
を
取
捨
選
択
す
る
過
程
の
体

験
も
。 

黒
田 

教
師
が
子
ど
も
の
読
み
を
大
切
に
。
課
題
に
つ
い
て
話
す
時
、
一
歩
踏
み

込
ん
で
発
問
し
心
の
奥
に
あ
る
気
持
ち
を
掴
み
た
い
。 

【
記
録 

久
保
由
美
子
（
神
奈
川
）】 

 

◆
高
学
年
分
科
会 

 
 
 
 
 
 
 

 

司
会 

小
野
澤 

由
美
子
（
東
京
） 

➀
「
子
ど
も
の
問
い
か
ら
、
物
語
を
読
み
深
め
る
」 

 
 

―
「
海
の
命
」（
東
京
書
籍
）
の
実
践
を
通
し
て
ー 

 
 
 
 
 
 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
附
属
小
学
校 

廣
瀨 

修
也
（
東
京
） 

 

問
い
を
持
っ
て
読
む
学
習
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
に
「
読
み
」
の
必
然

性
を
持
た
せ
な
が
ら
み
ん
な
で
問
い
に
つ
い
て
考
え
、
み
ん
な
で
読
む
面
白
さ

に
触
れ
さ
せ
た
い
と
考
え
た
。
一
方
で
、
す
べ
て
の
文
章
に
つ
い
て
問
い
を
つ
く

り
、
考
え
て
い
く
の
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
し
ま
う
た
め
、
特
定
場
面
（
太
一

が
与
吉
じ
い
さ
に
弟
子
入
り
し
て
か
ら
場
面
）
で
の
問
題
作
り
と
し
た
。 

〇
問
題
づ
く
り
…
初
発
の
感
想
の
中
の
疑
問
や
考
え
た
い
こ
と
を
共
有
す
る
こ

と
で
、「
こ
れ
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
こ
う
」
と
い
う
意
識
に
な
っ
て
い
く
。
問

題
を
場
面
ご
と
・
主
人
公
・
主
題
な
ど
ど
う
扱
う
か
は
初
発
の
感
想
を
見
て
決
め

て
い
け
ば
良
い
。
ま
た
、
物
語
の
中
の
な
ぜ
？
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
文
章

か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
？
と
い
う
問
い
の
違
い
を
教
師
が
認
識
し
て
問
題
作

り
学
習
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 

〇
話
し
合
い
…
作
問
者
を
含
め
、
自
分
の
考
え
が
始
め
と
授
業
後
で
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
誰
の
意
見
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
を

記
録
に
残
し
、
明
ら
か
に
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
子
ど
も
自
身
も
読
み
や
思
考
の

変
容
が
実
感
で
き
る
。
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
、
と
実
感
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
「
ど
う
し
て
そ
う
思
っ
た
？
だ
れ
か
言
っ
て
あ
げ
ら

れ
る
こ
と
あ
る
？
」
と
切
り
返
し
て
、
話
し
合
い
の
交
通
整
理
を
し
て
い
く
の
が

教
師
の
役
割
で
あ
る
。 

 

②
「
生
き
て
は
た
ら
く
言
葉
の
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
指
導
の
在
り
方
」 

提
案
し
ま
す
！
～
未
来
の
美
浦
村
デ
ザ
イ
ン
大
革
命
！ 

「
町
の
幸
福
論
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美
浦
村
立
大
谷
小
学
校 

幅
野 

今
日
子
（
茨
城
） 

 

学
習
へ
の
取
り
組
み
方
に
課
題
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
、
意
欲
的
に
学
習
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
、
同
じ
中
学
校
に
進
学
す
る
他
の
二
校
に
ス
カ
イ
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プ
を
使
っ
て
美
浦
村
の
未
来
図
を
プ
レ
ゼ
ン
す
る
単
元
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
導

入
で
の
グ
ッ
ド
モ
デ
ル
の
提
示
、
学
習
の
振
り
返
り
、
見
通
し
を
持
た
せ
る
学
習

計
画
の
提
示
な
ど
指
導
の
工
夫
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
が
「
国
語
が
楽
し
い
」

と
前
向
き
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
。 

〇
幸
福
の
捉
え
方
…
「
幸
福
論
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
た
め
、
教
師
が
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
幸
福
と
捉
え
、
ど
う
い
う
も
の
を
村
の
将
来
の
姿
と
し
て
い
く
の
か

が
授
業
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。 

〇
学
習
意
欲
の
低
い
子
へ
の
学
習
の
価
値
付
け･･･

子
ど
も
が
学
習
の
中
で
ど

の
よ
う
に
関
わ
り
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
く
の
か
、「
ぼ
く
が
役
に
立
っ
た
」
と

い
う
こ
と
や
言
葉
を
使
っ
て
伝
え
た
り
作
っ
た
も
の
を
持
て
も
ら
っ
た
り
す
る

経
験
を
積
ん
で
学
ぶ
楽
し
さ
や
面
白
さ
を
実
感
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
す
べ
て
の
学
習
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
学

校
全
体
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

◇
特
別
発
言 

 

芦
川
幹
弘
（
静
岡
） 

松
木
正
子
（
東
京
） 

 

二
人
の
共
通
点
は
ア
ク
テ
ィ
ブ･

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
学

び
合
い
、
力
を
つ
け
て
い
る
。
子
ど
も
は
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
て
初
め
て
そ
の

力
を
身
に
つ
け
る
。
し
ゃ
べ
っ
て
や
り
と
り
し
て
通
じ
た
と
き
に
自
分
の
も
の

に
な
っ
て
い
く
。
子
ど
も
の
力
を
教
師
が
し
っ
か
り
見
極
め
、
何
が
で
き
て
何
が

で
き
な
い
か
を
把
握
し
、
足
り
な
い
力
を
つ
け
て
い
け
ば
良
い
。 

【
記
録 

古
川
久
理
子
（
埼
玉
）】 

 

◇ 

記
念
写
真
撮
影 

一
三
：
〇
〇
～ 

 

３ 

ゲ
ス
ト
の
話
（
記
念
講
演
）
一
三
：
一
五
～
一
四
：
四
五 

 
 
 
 『
読
書
教
育
の
現
代
的
課
題
と
国
語
教
師
の
役
割
』 

 
 
 

講
師 

 

塚
田 

泰
彦 

（
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
） 

 

一 

不
読
者
の
増
加
と
読
書
環
境
の
変
化
」 

生
徒
達
は
今､

た
だ｢

読
む
こ
と｣

だ
け
で
は
何
の
意
味
も
な
い
と
い
う

世
界
を
彷
徨
い
は
じ
め
た
。
教
師
も
研
究
者
も
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら

な
い
。
伝
統
的
に
本
を
手
に
取
れ
ば
自
然
に
お
互
い
が
理
解
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
崩
れ
て
い
る
。
今
日
的
な
読
書
観
で
支
え
直
さ
な
い
と､

今
日
の
学

習
者
に
響
か
な
い
。 

不
読
率
が
高
く
、
国
、
産
業
界
、
教
育
界
一
丸
と
な
っ
て
何
と
か
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
学
問
の
問
題
よ
り
も
先
に
、
学
習
を
駆
動
す
る
意
欲
を
考

え
る
べ
き
だ
。
情
緒
的
、
感
性
的
な
も
の
に
手
が
回
っ
て
い
な
い
。
知
識
で

な
い
側
に
軸
足
を
移
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。 

二 

学
力
の
習
得
と
学
習
者
の
意
欲
や
信
念
と
の
関
係 

授
業
を
支
配
す
る
教
師
の
側
の
問
題
と
し
て
、
学
習
者
が
ど
う
い
う
信

念
で
受
け
と
め
て
い
る
か
、
視
野
の
外
に
置
か
れ
て
い
て
、
教
師
が
授
業
で

取
り
上
げ
る
学
習
内
容
に
つ
い
て
意
図
・
計
画
・
方
略
な
ど
手
の
内
を
示
し

て
な
い
。
教
師
は
、
流
れ
、
経
験
、
や
り
方
な
ど
を
伝
え
、
プ
ラ
ン
の
一
翼

を
学
習
者
に
預
け
学
習
者
自
身
が
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
目
標
、
課
題
を
立

て
、
解
決
し
て
い
け
る
よ
う
に
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

教
師
と
学
習
者
の
間
に
潜
伏
し
て
い
る
心
理
的
葛
藤
も
あ
る
。書
け
な
い
・
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書
か
な
い
。
教
師
の
指
導
上
の
意
図
と
学
習
者
へ
の
意
図
と
の
ず
れ
が
蓄

積
し
、
学
習
者
の
意
図
が
隠
蔽
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
教
師
側
か
ら
提
示

さ
れ
る
規
範
化
し
た｢

型｣

へ
の
馴
化
に
生
じ
る
マ
イ
ナ
ス
の
再
生
産
が
生

ま
れ
る
。
初
め
に
意
図
が
あ
っ
て
方
略
が
選
ば
れ
て
く
る
と
言
う
順
序
性

を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。 

ま
ず
、
手
の
内
を
モ
デ
ル
と
し
て
示
す
。
教
室
状
況
を
丁
寧
に
記
録
・

分
析
し
、
学
習
者
の
姿
が
分
か
れ
ば
分
か
る
ほ
ど
学
習
者
の
側
に
意
識
が

移
っ
て
い
く
。
切
り
替
え
る
よ
い
機
会
で
あ
る
。 

読
め
な
い
の
で
は
な
く
読
も
う
と
し
な
い
学
習
者
。
教
師
の
期
待
す
る

固
定
イ
メ
ー
ジ
を
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
置
き
換
え
る
悪
循
環
を
断
つ

た
め
に
は
、
潜
伏
す
る
学
習
者
自
身
の
イ
メ
ー
ジ
を
顕
在
化
さ
せ
る｢

相

談｣

の
過
程
を
導
入
す
る
。そ
う
す
る
こ
と
で
読
書
科
学
研
究
の
情
緒
的
側

面
へ
の
視
野
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

三 

国
語
科
に
お
け
る｢

読
む
こ
と｣

の
現
代
的
課
題 

精
読
に
偏
っ
て
い
た
た
め
か
、
読
み
方
が
乏
し
い
。
文
字
レ
ベ
ル
で
は

理
解
で
き
る
。
中
学
年
ぐ
ら
い
か
ら
深
く
豊
か
に
と
ら
え
直
し
た
い
。「
ト

マ
ト
」
で
３
時
間
話
せ
る
フ
ラ
ン
ス
の
学
生
の
例
も
あ
る
。
解
釈
・
鑑
賞
・

批
評
ま
で
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。 

ま
た
、
高
度
情
報
社
会
の
現
代
、
膨
大
な
情
報
を
処
理
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
多
様
な
読
み
の
側
面
の
す
べ
て
を
「
自
由
に
柔

軟
に
歩
き
回
る
人
」
と
し
て､

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
内
外
に
広
が
る
「
多
様

な
世
界
を
自
由
に
渡
り
歩
く
読
書
」
を
進
め
て
い
き
た
い
。。
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
、
発
達
段
階
を
想
定
し
て
一
律
に
段
階
を
追
っ
て
理
想
的
な
読
者

を
育
て
る
と
い
う
発
想
か
ら
は
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

四 

読
書
の
効
用
と
し
て
の
学
力
習
得
の
原
理
と
読
書
習
慣
の
形
成 

語
彙
が
大
切
で
あ
る
。
一
日
二
〇
分
の
読
書
で
一
年
間
に
一
〇
〇
〇
語 

増
え
る
。
教
師
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
こ
と
で
語
彙
を
増
や
せ
る
。 

 
 

ま
た
、
教
養
主
義
的
読
書
か
ら
平
板
な
状
態
に
解
放
し
、
ネ
ッ
ト
の
前
に 

立
ち
、
と
り
あ
え
ず
読
む
。
漫
画
は
だ
め
と
言
わ
な
い
。 

五 

総
括
―
ネ
ッ
ト
時
代
の
読
書
指
導
の
要
点
― 

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
型
読
解
力
の
定
義
は
、「
自
ら
の
目
標
を
達
成
し
、
自
ら
の
知

識
と
可
能
性
を
発
達
さ
せ
、
効
果
的
に
社
会
参
加
す
る
た
め
に
書
か
れ
た

テ
キ
ス
ト
を
理
解
し
、
利
用
し
、
熟
考
す
る
能
力
」
で
あ
り
、
学
校
で
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
多
読
や
探
究
型
読
書
、
発

信
型
読
書
が
開
拓
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 【

記
録 

前
原 

文
江
（
東
京
）】 

 

４ 

ま
と
め
の
話 

 

一
五
：
〇
〇
～
一
五
：
三
〇 

 
 
 

 
 

「
自
ら
学
び
、
と
も
に
学
び
合
う
国
語
の
教
室
」 

元 

浦
安
市
立
美
浜
南
小
学
校 

秋
山 

 

誠
（
千
葉
） 

☆ 

石
田
佐
久
馬
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ
と
、「
欅
の
会
」
か
ら
学
ん
だ
こ
と 

〈
石
田
佐
久
馬
先
生
授
業
「
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」1

9
9
5
9
1
9

よ
り 

秋
山
学
級
〉 

○
多
く
を
語
ら
ず
に
子
ど
も
を
ひ
き
つ
け
る 

○
数
直
線
で
場
面
の
確
認 

○
音
読
の
時
の
こ
と
ば
か
け
・
指
名
音
読
…
ほ
め
方
が
適
切
（
歯
切
れ
が
い

い
ね
）・
鉛
筆
を
も
っ
て
、
一
人
で
読
む
（
一
人
読
み
） 
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○
視
聴
写
…
「
行
を
変
え
て
」
細
か
い
指
示
を
し
な
が
ら 

◎
授
業
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
心
が
通
じ
合
う
こ
と 

教
師
も

楽
し
む 

◎
学
習
指
導
を
大
事
に
す
る
…
授
業
の
あ
り
方
を
考
え
る 

 

＊
教
師
主
導
で
な
け
れ
ば
、
子
ど
も
主
体
に
は
な
ら
な
い
。（
伊
藤
昭
三
先
生

の
こ
と
ば
） 

○
秋
山
学
級
で
は
、
書
く
こ
と
、
読
む
こ
と
、
話
す
こ
と
す
べ
て
当
た
り
前

に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
心
が
通
う
教
室
で
あ
る
こ
と
、

聞
き
あ
え
る
教
室
で
あ
る
こ
と
が
大
切
。 

○
学
び
方
を
学
ば
せ
る
。
知
好
楽
…
こ
と
ば
を
好
き
に
な
る
こ
と
に
は
か

な
わ
な
い
。
学
ぶ
楽
し
さ
が
充
実
感
に
つ
な
が
る
。
こ
と
ば
の
楽
し
さ
を
味

わ
わ
せ
る
こ
と
を
追
求
し
た
い
。 

☆ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
心
と
心
の
あ
た
た
か
い
交
換
で
あ
る
。
こ
と
ば

の
学
習
の
本
質
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

【
記
録 

小
野
澤
由
美
子
（
東
京
）】 

 

５ 

閉
会
式 

一
五
：
三
〇
～
一
五
：
四
五 

 
 

司
会 

平
野
登
志
江
（
千
葉
） 

 

 

① 

会
代
表
の
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
木 

正
子
（
東
京
） 

 

② 

参
加
者
代
表
の
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
田 

恭
子
（
東
京
） 

 

③ 

次
回
大
会
の
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
田
英
津
子
（
静
岡
） 

 

④ 

閉
会
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 
 

大
会
委
員
長 

若
林 

富
男
（
茨
城
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑤ 

諸
連
絡 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
会
事
務
局
長 

内
丸 

友
之
（
茨
城
） 

 
 

◇ 

交
流
の
集
い 

一
七
：
〇
〇
～ 

 
 
 

Ｒ
常
磐
線
取
手
駅
東
口
『
京
お
で
ん 

御
伽
草
子
』
に
て 

  

第
五
十
三
回
日
本
国
語
教
師
の
会
「
欅
の
会
」
伊
豆
熱
川
大
会
概
要
（
予
定
） 

 

 

１ 

主 

題 

こ
と
ば
を
育
て
人
間
を
育
て
る
国
語
教
育 

 
 
 
 
 
 
 

～
自
ら
学
び
、
と
も
に
学
び
合
う
国
語
の
教
室
～
（
仮
） 

 
 
 
  

 

 

２ 

と 

き 

平
成
二
十
九
年
八
月
五
日
（
土
）
～
六
日
（
日
） 

 

 

３ 

と
こ
ろ 

熱
川
ハ
イ
ツ 

〒413-0302 

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
奈
良
本1240-14 

TEL

：0557-23-2300 / FAX

：0557-23-1390 

交
通
：
伊
豆
急
「
熱
川
」
駅
下
車 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
送
迎
あ
り
。 

【
宿
泊
】
熱
川
ハ
イ
ツ 
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